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1. 2020年6月期第1四半期の連結業績（2019年7月1日～2019年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年6月期第1四半期 7,952 2.9 △26 ― 1 ― △48 ―

2019年6月期第1四半期 7,731 9.0 △143 ― △107 ― △116 ―

（注）包括利益 2020年6月期第1四半期　　△69百万円 （―％） 2019年6月期第1四半期　　△72百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年6月期第1四半期 △9.02 ―

2019年6月期第1四半期 △21.85 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年6月期第1四半期 20,848 12,013 57.0

2019年6月期 22,532 12,297 54.1

（参考）自己資本 2020年6月期第1四半期 11,886百万円 2019年6月期 12,186百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年6月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00

2020年6月期 ―

2020年6月期（予想） 0.00 ― 40.00 40.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年 6月期の連結業績予想（2019年 7月 1日～2020年 6月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 36,500 7.5 850 25.5 860 18.8 450 22.2 84.36

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年6月期1Q 5,335,000 株 2019年6月期 5,335,000 株

② 期末自己株式数 2020年6月期1Q 843 株 2019年6月期 843 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年6月期1Q 5,334,157 株 2019年6月期1Q 5,334,225 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

　達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件

　及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報

　に関する説明」をご覧ください。

（金額の表示単位の変更について）

　当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりましたが、当第１四半期連結会計期間及び当

　第１四半期連結累計期間より百万円単位をもって記載することに変更いたしました。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間における業績は次のとおりです。 

 売上高は、7,952百万円（前年同期比2.9％増）となりました。利益につきましては、営業損失26百万円（前年同

期は営業損失143百万円）、経常利益１百万円（前年同期は経常損失107百万円）、親会社株主に帰属する四半期純

損失48百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失116百万円）となりました。 

 

 セグメント別の業績は以下のとおりです。 

 なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較につい

ては、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しています。

 

＜国内＞ 

 2020年６月期の戦略として打ち出している、高付加価値商品の売上拡大、定番商品等の収益改善、新規商材開発

を着実に進めました。 

 スナック菓子市場では、価格競争によるポテトチップスのコモディティ化が進んでおり、また昨今では物流費高

騰等によるコストアップに直面しています。そのような状況下で、ポテトチップスの老舗企業である当社ブランド

の更なる差別化を進めると同時に、コストアップ等に対応し、主力商品において価格改定を実施するなど収益性向

上に取り組んでいます。 

 辛味スナック市場を牽引し、独創的なブランドとして訴求している「ムーチョ」ブランドは、発売35周年を迎え

ました。これを機に、ブランドの再拡大と市場の活性化を図り、魚介の旨味が濃縮された「シームーチョ こくう

まシーフード」を2019年８月に発売しました。 

 また、「じゃがいも本来の味を楽しんでいただきたい」という思いで、厚切りで素材感を訴求している「PURE 

POTATO じゃがいも心地」が、発売よりご好評いただいています。2019年９月には「PURE POTATO じゃがいも心

地」の姉妹商品として、短冊状にカットした「PURE POTATO じゃがいもの余韻」を発売し、TVCMによる広告宣伝も

実施しました。 

 新市場創出のための新規商材として、大豆たんぱく質を使用した唐揚げ風スナック「罪なきからあげ」を2019年

９月にエリア限定で発売しました。 

 以上により、国内の売上高は7,185百万円（前年同期比0.3％増）となり、セグメント利益は21百万円（前年同期

はセグメント損失101百万円）となりました。 

 

＜海外＞ 

 台湾事業では、大手小売チェーンからの販売促進費用の要求が厳しくなる中、ポテトチップスに比べ原価率が相

対的に低いコーンや小麦原料の商品の継続的な拡販に努め、利益拡大を図りました。 

 ベトナム事業では、複数の新商品を上市するとともに、現地の映画公開にあわせたキャンペーンを実施するなど

売上拡大に努めました。また、製品規格の見直しや原材料単価削減、生産数量の増大により原価率が着実に改善し

ています。一方、販売チャネル強化、再構築を進めていますが、主に個人商店に対する販売において改善途上であ

り、いまだ投資が先行する状況にあります。 

 タイ事業では、以前より現地スナックメーカーに対し当社ブランド製品の製造販売を委ね、ロイヤルティとして

対価を得るビジネスを展開していましたが、昨年度設立した販売子会社を通じ自社販売へとビジネススキームを変

更しました。ついては、当第１四半期連結累計期間からは、現地法人の売上が連結売上高として計上されていま

す。 

 以上により、海外の売上高は767百万円（前年同期比35.5％増）となり、セグメント損失は22百万円（前年同期

はセグメント損失32百万円）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 総資産は、前連結会計年度末に比べ1,683百万円減少し、20,848百万円となりました。主な要因は、投資有価証

券の減少（1,203百万円）及び受取手形及び売掛金の減少（518百万円）によるものであります。

 負債は、前連結会計年度末に比べ1,400百万円減少し、8,834百万円となりました。主な要因は、未払金の減少

（561百万円）、買掛金の減少（545百万円）及び未払法人税等の減少（105百万円）によるものであります。

 純資産は、前連結会計年度末に比べ283百万円減少し、12,013百万円となり、自己資本比率は57.0％となりまし

た。主な要因は、利益剰余金の減少（261百万円）によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、2019年８月９日に公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年６月30日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2019年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,295 4,932 

受取手形及び売掛金 5,599 5,081 

商品及び製品 824 774 

仕掛品 － 13 

原材料及び貯蔵品 476 1,062 

その他 273 210 

貸倒引当金 △2 △2 

流動資産合計 12,468 12,071 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,079 2,092 

機械装置及び運搬具（純額） 2,367 2,260 

土地 1,594 1,595 

その他（純額） 147 192 

有形固定資産合計 6,189 6,140 

無形固定資産    

その他 408 479 

無形固定資産合計 408 479 

投資その他の資産    

その他 3,465 2,156 

投資その他の資産合計 3,465 2,156 

固定資産合計 10,063 8,776 

資産合計 22,532 20,848 

負債の部    

流動負債    

買掛金 3,720 3,175 

未払金 3,434 2,873 

未払法人税等 153 48 

賞与引当金 7 196 

役員賞与引当金 － 5 

その他 691 298 

流動負債合計 8,008 6,597 

固定負債    

役員退職慰労引当金 336 － 

退職給付に係る負債 1,766 1,763 

その他 123 473 

固定負債合計 2,226 2,237 

負債合計 10,235 8,834 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年６月30日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2019年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,269 2,269 

資本剰余金 2,153 2,153 

利益剰余金 7,887 7,626 

自己株式 △2 △2 

株主資本合計 12,309 12,047 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 40 30 

為替換算調整勘定 △57 △92 

退職給付に係る調整累計額 △105 △99 

その他の包括利益累計額合計 △122 △161 

非支配株主持分 110 127 

純資産合計 12,297 12,013 

負債純資産合計 22,532 20,848 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2018年７月１日 
 至 2018年９月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2019年７月１日 

 至 2019年９月30日) 

売上高 7,731 7,952 

売上原価 5,047 5,080 

売上総利益 2,684 2,872 

販売費及び一般管理費 2,828 2,898 

営業損失（△） △143 △26 

営業外収益    

受取利息 3 3 

投資有価証券売却益 － 47 

持分法による投資利益 1 0 

受取保険金 8 － 

その他 26 3 

営業外収益合計 39 54 

営業外費用    

支払利息 0 0 

投資有価証券売却損 － 18 

固定資産売却損 1 － 

その他 1 6 

営業外費用合計 3 26 

経常利益又は経常損失（△） △107 1 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△107 1 

法人税、住民税及び事業税 15 20 

法人税等調整額 △24 7 

法人税等合計 △9 27 

四半期純損失（△） △97 △26 

非支配株主に帰属する四半期純利益 18 21 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △116 △48 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2018年７月１日 
 至 2018年９月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2019年７月１日 

 至 2019年９月30日) 

四半期純損失（△） △97 △26 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 7 △9 

為替換算調整勘定 15 △39 

退職給付に係る調整額 5 5 

持分法適用会社に対する持分相当額 △2 △0 

その他の包括利益合計 25 △43 

四半期包括利益 △72 △69 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △90 △87 

非支配株主に係る四半期包括利益 17 17 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

 当社の在外連結子会社は、当第１四半期連結会計期間よりIFRS第16号「リース」（以下「IFRS第16号」）を適用

しております。IFRS第16号の適用により、借手のリース取引については、原則として全てのリースについて資産及

び負債を認識しております。IFRS第16号の適用にあたっては、経過措置として認められている本基準の適用による

累積的影響を適用開始日に認識する方法を採用しております。なお、当第１四半期連結会計期間において、四半期

連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 １．報告セグメントの概要

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

 当社は、スナック菓子の製造販売を中心に事業活動を展開し、「国内」、「海外」の２つを報告セグメントとして

おります。

 「国内」は当社が、「海外」においては在外連結子会社が、それぞれ独立した経営単位で事業活動を展開しており

ます。

 

 ２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第１四半期連結累計期間（自 2018年７月１日 至 2018年９月30日）

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２   国内 海外 計 

売上高          

外部顧客への売上高 7,165 566 7,731 － 7,731 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
28 － 28 △28 － 

計 7,194 566 7,760 △28 7,731 

セグメント損失（△） △101 △32 △133 △10 △143 

 （注）１．セグメント損失（△）の調整額△10百万円はセグメント間取引消去であります。

２．セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。
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当第１四半期連結累計期間（自 2019年７月１日 至 2019年９月30日） 

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２   国内 海外 計 

売上高          

外部顧客への売上高 7,185 767 7,952 － 7,952 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
39 － 39 △39 － 

計 7,225 767 7,992 △39 7,952 

セグメント利益又は損失

（△） 
21 △22 △0 △25 △26 

 （注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△25百万円はセグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

 

 ３．報告セグメントの変更等に関する事項

 当社は前連結会計年度まで食品関連事業の単一セグメントとしておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、

報告セグメントの区分について、今後の事業展開、経営資源の配分、及び経営管理体制の観点から見直した結果、経

営情報をより適切に表示する目的で、従来の食品関連事業の単一セグメントから「国内」、「海外」として記載する

方法に変更しております。

 なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したものを開

示しております。
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